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画像の左下の「SETTING」ボタンを押すと、ＳＥＴＴＩＮＧ画面が表示されます。
メニュー内の「*」が付いている値は初期設定値であることを意味しています。

①【BendPitch:●】
ＣＣで行うベンドのレンジを指定します。
②【BendVol:●dB】
ＣＣで行うベンドのボリュームの減衰量を指定します。
③【BendCurve:Linear,Quadratic】
ＣＣで行うベンドのベンドカーブを指定します。Linear：リニア、Quadratic：２次曲線カーブ
④【PolyAT Pitch】 ⑤【PolyAT Vol】
ポリフォニックアフタータッチ（ポリプレッシャー）による各ノートごとのピッチや音量の変化量を指定
します。
⑥【MonoAT Pitch】 ⑦【MonoAT Vol】
モノフォニックアフタータッチ（チャンネルプレッシャー）によるピッチや音量の変化量を指定します。

オプション設定

設定画面

マイクロチューニング（音律調整機能）
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■ＳＥＴＴＩＮＧ画面

この画像は、ＳＥＴＴＩＮＧ画面を表示したものです。
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⑧【Humanizer(ms)】
ランダムな時間 (ms)、演奏範囲内の入力を遅延させてタイミングをずらします。例えば【Humanizer
(ms):10ms】を選択した場合は、０～１０ｍｓの間のランダムな遅延時間を発生させます。
⑨【Humanizer(dB)】
ランダムに選択された音量（ｄＢ）を全ての音に適用します。例えば【Humanizer(dB):1dB】を選択した
場合は、０～１ｄＢの間のランダムな音量変化を全ての音に与えます。
⑩【Humanizer(cent)】
ランダムなピッチ変化 (cent) を発生させます。
⑪【VibratoPitch:●】
ビブラートのピッチ幅を変更します。
⑫【VibratoVol:●%】
ビブラートの音量幅を変更します。
⑬【(KT7)Vib.Phase】
ビブラートに用いられるＬＦＯの波形サイクルの位置を指定します。Kontakt7 以降でのみ利用可能です。
⑭【Realistic:●%】
複数の演奏キーを押すとピッチと音量が下がる現象を再現した機能です。数値を上げると適用量が増えま
す。
⑮【ReleaseSound:on,off】
ONにすると音を停止するときにリリース音を発音します。
⑯【CondenserCH,DynamicCH】

マイク毎にアウトプットチャンネルを指定します。マイク毎にパラアウトする場合に使用します。音源起

動前に、ＫＯＮＴＡＫＴ側でアウトプットチャンネルの設定を行っておくことが条件となります。設定が

完了していれば、音源起動時にメニュー内にチャンネルが追加されます。【CondenserCH:-】にすると、

デフォルトの設定に戻ります。アウトプットチャンネルを変更すると、コンプレッサーやコンボリューショ

ンリバーブなどのインサートエフェクトの前段の出力が指定したチャンネルに出力されます。

音源ごとにパラアウトする場合は音源自体のアウトプットチャンネルを変更してください。

マイクロチューニング（音律調整機能）

各音程をセント単位で調整できる機能です。右のテーブルをドラッグして値を調整します。

【Key:C~B】を選択することで調整が適用されます。【Key:Equal】を選択すると平均律になります。

【-LoadPreset-】メニューからプリセットを選択でき、【Save >>> User12345】で現在の値を保存します。

ユーザープリセットデータは各音源の Library フォルダ内のData フォルダに保存されます。
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①【Bend】

ベンドをかけるコントロールチェンジを指定します。

②【Vibrato】

ビブラートをかけるコントロールチェンジを指定します。全ての音をビブラートします。

③【Expression】

PLAY 画面の【EXPRESSION】ノブを操作するコントロールチェンジを指定します。

④【P.BendRange】

PLAY 画面の【P.BEND RANGE】ノブを操作するコントロールチェンジを指定します。

⑤【VibratoSpeed】

PLAY 画面の【VIBRATO SPEED】ノブを操作するコントロールチェンジを指定します。

⑥【MasterVol】

VOLTONE 画面【MASTER】の【VOL】ノブを操作するコントロールチェンジを指定します。

⑦【MasterTone】

VOLTONE 画面【MASTER】の【TONE】ノブを操作するコントロールチェンジを指定します。

⑧【Hold】

メインメニュー【Hold】を操作するコントロールチェンジを指定します。

⑨【Multi Vol】

【Play:Multi】ではベロシティで奏法を指定するためベロシティでは音量を調整できませんが、このメ

ニューで選択したコントロールチェンジをベロシティの代用として指定できます。

①
②

コントロールチェンジ
設定

設定画面
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④
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①エフェクトスロット選択
エフェクトスロットを選択します。選択したスロットのエフェクトのノブやスイッチが表示されます。
②バイパススイッチ
エフェクトのバイパススイッチです。
③エフェクト選択
エフェクトを読み込みます。
④エフェクト入れ替えスイッチ
現在表示されているエフェクトを左右のスロットのエフェクトと入れ替えます。

（※(KT6)Kontakt6以上 (KT7)Kontakt7以上で利用可能です。Kontakt のバージョンが対応していないエフェクトをロー
ドすると Empty になります。Kontakt のバージョンが対応していないパラメーターは操作しても反応しません。
(KT6)Kontakt6.8.0 以上推奨、(KT7)Kontakt7.5.2 以上推奨）

⑤File Browser について
Convolution ReverbでFile Browserを開くとフォルダ内のサンプルを利用できます。wavファイルなどをダブルクリッ
クをすると IR として読み込みます。フォルダのアドレスは画面の下部に表示されます。
"File Browser(Library)" では nki 保存フォルダ、"File Browser(Documents)" では Kontakt 本体の指定されたフォルダを
基準にブラウザを表示します。
macOS: Macintosh HD/Users/*Your User Name*/Documents/Native Instruments/User Content/Kontakt 等
Windows: C:/Users/*Your User Name*/Documents/Native Instruments/User Content/Kontakt 等

①
②

③

④

⑤

■エフェクトページ

エフェクトページ
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アートワーク（パッケージやＧＵＩの３Ｄ/２ＤＣＧ）、プレーヤー、レコーディング、スクリプト、エン

ジニア：渡部浩成

※「KONTAKT」は Native Instruments 社の製品です。

製品の不具合等のお問い合わせは Versus Audio サイトの「SUPPORT」>「お問い合わせ」内のメールフォー

ムから受け付けております。

Versus Audio

URL: https://versusaudio.com/

mail: info@versusaudio.com

■クレジット、お問い合わせについて


